
第１６１回国際研修「次世代を担う刑事司法職員（矯正・保護）の育成」 
 

１ 日程及び参加者 
○ 平成２７年８月１９日（水）から同年９月１８日（金）まで 
○ 海外参加者７か国１４名 
○ 国内参加者４名 

 
２ セミナー概要 

犯罪を防止し，安全な社会を築き上げるためには，それぞれの刑事司法機関において，

与えられた職務を適正に執行し，最大限の効果を発揮するように組織力を高めていかなけ

ればならない。 
そのためには，常に質の高い職員を確保，育成し，個々の職務執行能力を最大限に高め，

組織全体の能力を向上させ，最終的には，「犯罪のない安全な社会」という市民の要請に沿

った組織運営が求められる。 
よって，質の高い職員の育成は，刑事司法機関が常に取り組むべき重要な課題の一つで

あると言える。 
しかしながら，一部の刑事司法機関においては，これらの職員研修の重要性が十分に認

識されておらず，適切な職員研修が実施されていないという潜在的な問題が認められる上，

そのほかの刑事司法機関においても，職員研修の重要性は認識しているが，適正な研修を

実施するための指導者が不足しており，十分な研修が実施できていないという課題もある。 
以上のことから，本国際研修においては，刑事司法職員（特に矯正保護分野）に従事す

る職員の研修の理想的かつ効果的な実施方法について検討することとし，本国際研修を修

了した参加者が，それぞれの刑事司法機関において，効果的な職員研修を実施することに

より，最新の理論，国際的基準等を理解及び尊重する次世代の職員を育成し，当該刑事司

法機関の組織力を高め，犯罪の防止に寄与することを目的とする。 

 

３ 客員専門家等 
本セミナーの一環として，アジ研教官による講義のほか，以下の客員専門家・外部講師

による講義を行う（敬称略）。 
 【客員専門家】 

○ ギャリー・ヒル       セガサービス・コンタクトセンター 
○ マッティ・ヨッツエン    国連ヨーロッパ犯罪防止研究所長 
○ バレリー・レボー      国連薬物犯罪事務所 
○ スベン・ファイッファー   同上 
○ キティポン・キッタラヤク  タイ法務研究所長 

  【外部講師】 
  ○ 上野 友靖 法務省矯正研修所教官 

○ 今福 章二 法務省保護局観察課長 
○ 松友  了 保護司・東京地方検察庁社会復帰支援室         

  以 上 
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